
コミュニティ・スクール 

「未来をたくましく生きる元吉原の子をみんなで応援する学校」  （R７年度 元小グランドデザインより） 

 

 
 
 
 
 
        
 
 
 
 
 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小中一貫 学校教育目標  人として 熱く 優しく たくましく 

重点目標 元吉原小学校  あたたかい心とことばで 

 

 

C Sだより 

元吉原小学校 No.３ 令和７年７月 11日 

発行：CS事務局 

 昨年にも増して早くから真夏日が続き、熱中症対策、雷注意報への対応など厳しい気象条件の中での学
校生活となっている今年の夏です。そんな中ですが、元小では、できる範囲で地域の方々や関係諸機関に
ご協力いただき、社会に開かれた教育課程、豊かな学びを目指してコミュニティ・スクールとしての実践
を重ねています。これまでにまだお伝えできていない活動についてお知らせいたします。 

つなごう！つながろう！元吉原 

元小えがオン応援団 

「地域のひと、もの、こと」 から学ぼう！！ 

学習支援でも多くの方々にお世話になっています。 

５月１日  ５年生 田植え体験 

６月５日 ６年生 キャリア教育 ベーカリーホロホロ 村瀬さんのお話を聴こう！ 

 気象条件の厳しさがあり、実施には懸念もありましたが、今年度も栗田さんのご好意により、5年生
は社会科「未来をささえる食料生産」の学習活動として、田植えの体験をさせていただきました。栗田
さんをはじめ、地域協力者の皆様、JAふじ須津営農経済センターの職員様、大変お世話になりました。 

 ベーカリーホロホロさんは、20年以上も続く元吉原にはなくてはならないパン屋さんです。店主の村
瀬さんが今年度も 6 年生のみなさんの総合学習「夢に向かって」に向けて、パンづくりの仕事や生活、
そのやりがいや工夫などについて、たくさんの話を聴かせてくださいました。子供たちは、ふだんは気付
かないパン屋さんの仕事や人との出会いの大切さなどの話から、多くのことを学ぶことができました。 

 

・田植えという貴重な体験をできてうれしかったです。けっこう腰がいたくなったり、稲が倒れたりして
難しかったです。田植えを教えてくれた皆さん、ありがとうございました。 

・田んぼでは泥で足が出なくて困って、こんなに大変な思いをしてお米ができていると思わなかったので、
分かってうれしかったです。この田植えは、忘れられない宝物です。 

・今は米が高くなっていて、昔ながらのやり方でやるのも大変で、その意味が分かりました。 
・なかなかできない体験なので、できてよかったです。おかげで米農家さんはとてもたいへんなんだと分
かりました。お米の大切さがもっとよく分かりました。（５年生の皆さんより） 

 

・自分のお店を開くのはとても大変なことだと分かった。夜 12
時から朝７時までずっとパンを作っているのはすごいと思
ったよ。ちゃんとお客さんのことを考えているからそれもす
ごいなあ。コミュニケーションが大事なんですね。 

・私は将来保育士になりたくて、弟の世話をしているけれど、
たとえその夢が叶わなくても、別の可能性もあるんだなと思
いました。あきらめないで続けてきたことがすごいです。 

・いろいろな経験から今のお店につながって人気のお店にで
きてすごいなあ。いろいろな人との出会いがあって今がある
と考えたら感謝の気持ちです。ハワイのイメージもいいで
す。チョココロネ食べたいです。（６年生の皆さんから） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月３，４、10日  ２年生生活科「大すき！わたしたちのまち にこにこたんけんたい」   

毘沙門天妙法寺、まちづくりセンター みらいてらす 見学 

 

                         

２年生の子供たちは、にこにこ探検隊になって学校周辺の公共施設や毘沙門天妙法寺へ見学に行きました。
施設の職員の方々や妙法寺住職の髙橋様より、その役割や意味、地域とのつながり等についてお話を伺い、
身近な地域の様子について理解を深めることができました。貴重な体験、ありがとうございました。 

５月１３日 １年生生活科  
アサガオのたねまき 

６月３日 元吉原レンダークラブより 花苗のプレゼント！ 
                     

５月８日 ３年生総合学習 「富士市の自まん調査隊」 

                ～ 鈴川の桃農家 石井さんから学ぼう ～ 

６月４日  令和７年度 第１回 えがオン漢字検定 

これらの見学には、子供たちが安全に学習できるよう校外学習見守りボランティアの皆様も同行してくだ
さいました。おかげで安心して活動や学習ができました。大変ありがとうございました。 

 １年生がアサガオの種まきをしまし
た。生活科学習ボランティアさんが補助
してくださり、みんな上手に 
種まきができました。今では、 
大きく育って何色のアサガオ 
が咲くのか、１年生は楽しみ 
にしています。 

 元吉原レンダークラブの皆様より、 
今年も花の苗をたくさんいただきま
した。環境園芸委員会の委員長がお礼
を述べ、翌日には園芸ボランティアの
皆様にも助けていただきながら花壇
への植え付けをしました。おかげで丸
池周りが華やかになりました。 
ありがとうございました。 

 ずっと前から桃の栽培を続けていらっしゃる石井さんと川島さん。今は数少ない桃農家さんですが、
鈴川は古くから桃の産地でもありました。今回、3 年生の総合学習に協力してくださり、３年生は、石
井さんの桃畑を見学させていただきました。３年生は、初めて見る桃の木や摘果した桃の実などに興味
津々。もう一軒の桃農家、川島さんにものぼり旗をお借りするなどご協力いただきました。 
 石井さん、川島さん、ありがとうございました。 

 13 名の地域協力者の皆さんに応援していただき、今年度もえがオン漢字検定に取り組んでいます。子供た
ちは、昨年度の合格の記録を生かして、今年度のチャレンジに取り組んでいます。さらに、これまでの積み重
ねや先生方の励まし等で、自分の学年を飛び越えて挑戦する子も出てきてうれしい限りです。ボランティアの
皆様、今後もよろしくお願いします。 

 お知らせ 
地域の皆様には、日頃よりトーク・フォークダンスへのご協力ありがとうございます！
次回は、10月 22日（水）対象は３年生です。多くの方のご参加お待ちしています。 


